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地方教育行政の組織及び運営に関する法律 06　　　時代に応え未来を拓く人材育成

020101　確かな学力と自立する力の育成

予算額

決定額 △18,159△18,159

現計額 434,647434,647
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県立高校グローバル教育総合推進事業

１　事業の概要

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育を総合的に実施し、世界で通用する教養

力と骨太なﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを備えた人材の育成を図る。

（１）高校生・教員の海外派遣　　　　　△5,930千円

　　　渡航に係る委託費用の入札差金による減

（２）語学指導等におけるﾈｲﾃｨﾌﾞｽﾋﾟｰｶｰ活用事業(人件

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 △7,200千円

　　  報酬額が見込みを下回ったことによる減

（３）語学指導等におけるﾈｲﾃｨﾌﾞｽﾋﾟｰｶｰ活用事業

　　　帰国旅費等が下回ったことによる減

（４）世界の哲学・芸術文化ｱｶﾃﾞﾐｰ　　　　△600千円

　　　講師謝金等が見込みを下回ったことによる減

（５）英語指導力向上事業　　　　　　　　△129千円

２　事業主体及び負担区分

　（１）～（４），（７）～（９）　(県10/10)

　（５），（６）　(国10/10・県0)

３　地方財政措置の状況

　普通交付税（単位費用）

　（区分）企画費（細目）企画調整費

　（細節）国際化推進対策費

　（積算内容）外国青年招致事業等

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　　9,500千円×3.0人=28,500千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　高校生・教員の海外派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 19,024千円
　　　(ｱ)　学校単位での海外大学講義参加(10校)                         6,000千円
　　　(ｲ)　教員の海外派遣(6人)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1,075千円
　　　(ｳ)　クイーンズランド州教員交流事業(派遣2人、受入2人)　　　　　　 740千円
      (ｴ)　メキシコ州高校生交流事業(派遣20人、受入20人)              11,209千円
  　イ　語学指導等におけるネイティブスピーカー活用事業(人件費)      344,026千円
    ウ　語学指導等におけるネイティブスピーカー活用事業　　　　　　　 35,002千円
　　エ　世界の哲学・芸術文化アカデミー(40名)                          1,472千円
　　オ　外部専門機関と連携した英語指導力向上事業                      1,336千円
    カ　社会総がかりで行う高校生留学促進事業　　　　　　　　　　　　　8,500千円
　　キ　高校生による魅力発信プロジェクト                                  0千円
  　ク　国際バカロレア調査・研究事業 　　　　 　　　          　　　　2,391千円
　　ケ　「地球人」育成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25,287千円
（２）事業計画

　　　学校内実施事業は通年で準備・実施・振り返り。

　　 (３) 語学指導等におけるネイティブスピーカー活用事業：帰国旅費等が下回ったことによる減額。

　　　各事業において4月から準備・募集開始。学校単位での海外派遣は7月～8月。

（３）事業効果
　　ア　各事業において、参加生徒にグローバルな視野を持たせ志を高める。
　　イ　各事業において、参加教員にグローバル人材育成のための資質を向上させる。
（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　各事業において、大学教授や民間教育団体(アスペンなど)、彩の国芸術劇場などと連携しその力を活用する。
 (５) 補正予算の概要
　　 (１) 高校生・教員の海外派遣：渡航に係る委託費用の入札差金による減額。
　　 (２) 語学指導等におけるネイティブスピーカー活用事業(人件費)：報酬額が見込みを下回ったことによる減額。

(単位：千円)

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 △4,300千円

 　　(４) 世界の哲学・芸術文化アカデミー：講師謝金等が見込みを下回ったことによる減額。
 　　(５) 外部専門機関と連携した英語指導力向上事業：国からの交付額が見込みを下回ったことによる減額。

分野施策


